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鼎談の様子 

TOP NEWS 

 

○「アカデミック・インテグリティ」をめぐり議論白熱―平成 27 年度大学質保証フォーラム 

当機構は、7 月 27 日(月)に一橋講堂にて、平成 27 年度大学質保証フォーラム「知の質とはーアカデ

ミック・インテグリティの視点からー」を開催しました（後援：公益財団法人大学基準協会、公益財団

法人日本高等教育評価機構、一般財団法人短期大学基準協会、認証評価機関連絡協議会）。 

 

昨今、研究者個人の研究不正や倫理問題、学業不正といった問題とその対応に注目が集まる中、今年

度のフォーラムは「アカデミック・インテグリティ」（Academic Integrity）をテーマとして採り上げ、

大学の研究、教育の役割とそれをつかさどる大学運営の健全性を問い直し、大学において「知の質」を

高めるための諸活動のあり方について議論を深めることを目的としました。 

 

当日は、アカデミック・インテグリティを巡る近年の日本の教育・研究事情を概観しながら、アカデ

ミック・インテグリティをどう解釈して実行に移してゆくべきか、英国と日本の取組事例を交えながら

様々な視点から議論を行いました。高等教育関係者を中心とする 200 名を超える参加者が白熱した議論

に耳を傾け、開催終了時に実施した参加アンケートを通じても多くのコメントが寄せられました。 

 

プログラムの前半では、濵口道成名古屋大学総長顧問、

鈴木典比古国際教養大学長、野上智行大学評価・学位授与

機構長による鼎談を行いました。大学運営の経験から、教

員と学生の尊敬し合える関係や師弟関係の重要性や、幅広

い視野と良心を備えた研究者の育成とその環境整備の必要

性に話題が集まりました。後半のパネルディスカッション

では、5 名のパネリストより、英国と日本におけるアカデ

ミック・インテグリティへのアプローチについて理論と実

践の幅広い視点から紹介されました。さらに、アカデミッ

ク・インテグリティが、大学や研究そのものの在り方を議

論する際のひとつのコンセプトであるといった指摘や、不

正に対する厳罰化の視点というよりは、なぜそれが不正なのか、質を高めるために何をすべきか、当事

者である大学の構成員が自主的・自発的に考えていくべきであるといった意見が交わされました。 

  

 

 

 

 
左：パネルディスカッションの様子、右：200 名超を集めた会場 
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当日実施したアンケート調査では、「アカデミック・インテグリティ」に適した日本語を問う設問を用

意しました。回答の中では、学問的良識や作法、品格・品位、誠実、高潔など様々な意見が寄せられま

した。 

 

また、翌 28 日(火)には本フォーラムに関連した海外事例を取り上げた公開研究会を行いました。午前

の部では、サウサンプトン大学の Bruce Macfarlane 教授がアカデミック・インテグリティの概念モデ

ルについて詳しく解説を行い、具体事例を用いて参加者と議論しましたが、学問分野や国によって、具

体のとらえ方やルールが異なる点も明らかになり、その奥深さも共有されました。午後の部は、英国の

評価機関である高等教育質保証機構(QAA)より Tim Burton 氏を迎え、同国の質保証活動におけるアカ

デミック・インテグリティの捉え方や導入事例が紹介されました。質疑応答では参加者との熱のこもっ

たやり取りが続き、研究会は盛況のうちに終了しました。 

 

なお、大学質保証フォーラムと公開研究会での発表資料は当機構ウェブページよりダウンロードでき

ます。ぜひご覧ください。 
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○河野元評価研究部長に名誉教授の称号を授与 

大学評価・学位授与機構の名誉教授称号授与式が７月２２日（水）に、当機構小平本館で挙行され、

河野通方・元評価研究部長に名誉教授の称号が授与されました。 

 

河野元評価研究部長は、平成１９年４月に評価研究部教授に就任後、平成２０年４月から平成２３年

３月まで評価研究部長を、平成２３年４月から平成２４年３月まで研究開発部評価研究主幹を務められ、

機構の評価事業及び調査研究に寄与されてきました。 

 

当日は、野上機構長が称号を授与したのちに、長年の貢献に対する感謝とお祝いの言葉を述べました。

引き続き、列席者とともに記念撮影が行われました。 

 

【参考】当機構の名誉教授 （ ）は授与年 

黒羽亮一（平成 9 年)、平則夫（平成 9 年）、田中郁三（平成 10 年）、齋藤安俊（平成 14 年）、小野嘉

夫（平成 16 年）、荒船次郎（平成 21 年）、木村孟（平成 21 年）、平野眞一（平成 24 年）、神谷武志

（平成 24 年）、荻上紘一（平成 25 年）、川口昭彦（平成 26 年）、木村靖二（平成 26 年）、橋本弘信

（平成 26 年）、瀧田佳子（平成 26 年） 

 

 

 

 

 

称号記を受ける河野元評価研究部長 列席者との記念撮影 
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評価事業 

 

○国立大学法人等評価実務担当者説明会（東京・大阪） 

当機構が実施する「国立大学法人及び大学共同利用機関法人の第２期中期目標期間の教育研究の状況

についての評価」について、評価作業の円滑な実施に資することを目的として、国立大学法人等の評価

担当者を対象に標記説明会を、下記の会場・日時にて実施いたしました。 

 

 ・東京会場  学術総合センター２階 一橋大学 一橋講堂 

    平成 2７年７月 2３日（木）1３：３0～1５：３0 

 

 ・大阪会場  梅田スカイビル タワーウエスト 36 階 スペース 36L 

    平成 2７年７月３０日（木）1３：３0～1５：３0 

 

機構側より、「教育研究評価の概要について」、「評価における参考資料について」、「教育研究評価に関

するＱ＆Ａについて」などを説明した後、評価実務担当者との間で活発な質疑応答が行われ、評価に対

する共通理解が深められました。  

     
 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶 

（野上機構長・東京会場） 

評価実務担当者に向けて

の説明（鎌塚評価事業部

長・大阪会場） 

 

質疑応答（東京会場） 
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学位授与事業 

 

短期大学・高等専門学校卒業者等を対象とする単位積み上げ型の学位授与関係 

 

■機構認定短期大学・高等専門学校専攻科一覧について 

 

○平成 27 年度版を当機構ウェブサイトに掲載 

 当機構では、短期大学や高等専門学校を卒業、あるいは一定の要件を満たす専修学校専門課程を修了

するなど、既に高等教育機関において一定の学習を修めた後に、さらに大学の科目等履修生制度などを

利用して高等教育レベルの学習を積み上げた方に対して、審査の上で学士の学位を授与しています。 

また、その学士の学位取得に必要な高等教育レベルの学習機会を拡大するために、短期大学や高等専

門学校に置かれた専攻科のうち機構が定める要件を満たすものについては、当該専攻科において修得し

た単位が、大学の科目等履修生制度などを利用して修得する単位と同等のものとして使用することがで

きる専攻科として認定しています。（認定専攻科） 

本年度においても例年同様、認定専攻科において単位を修得しようとする方の参考としていただくた

め、短期大学や高等専門学校の認定専攻科の平成 28 年度入学者に関する学生募集の概要を取りまとめ、

当機構のウェブサイト「機構認定短期大学・高等専門学校専攻科一覧」で公表しましたのでご利用くだ

さい。 

/n_shuppan/senkouka/index.html
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機構の窓 

 

○委員の異動 

 

・学位審査会審査委員 

 学位審査会審査委員に、新たに２人の方々が就任されました。 

 

 ・学位審査会審査委員19人           新任2人の任期は平成27年7月1日～平成28年３月31日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏  名 現     職 氏  名 現     職 

板 倉 駿 夫 日本大学教授  高 戸   毅  東京大学教授 

○井 上 智 子 東京医科歯科大学教授  田 中 亨 胤  近大姫路大学特任教授 

 大 芝   亮 青山学院大学教授  中 村   聡 東京工業大学教授 

 奥 田 晴 樹 立正大学教授 奈 良 信 雄 

順天堂大学特任教授 

大学評価・学位授与機構 

特任教授 

 奥 乃   博 早稲田大学教授  西 出 和 彦 東京大学教授 

影 山 和 郎 東京大学教授 野 坂 泰 司 学習院大学教授 

越   光 男 
大学評価・学位授与機構 

特任教授 
 松 尾   大 東京藝術大学教授 

◎酒 井 善 則 放送大学特任教授  毛 利 尚 武 大学評価・学位授与機構教授 

佐 藤 愼 司 東京大学教授  吉 川 裕美子 
大学評価・学位授与機構 

学位審査研究主幹 

鈴 木 惠美子 お茶の水女子大学教授  
   

 は新任（◎：委員長、○：副委員長） 
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・国立大学教育研究評価委員会委員 

 国立大学教育研究評価委員会委員14人全員の任期満了に伴い、14人の方々が再任され、新たに1人

の方が就任されました。 

 

 ・国立大学教育研究評価委員会委員15人         任期は平成27年7月1日～平成29年6月30日 

氏  名 現     職 氏  名 現     職 

池 上 久 雄 

新コスモス電機株式会社

社外監査役 

東京学芸大学客員教授 

 

鈴 木 典比古 
大学基準協会参与 

国際教養大学理事長・学長 

大 沢 陽一郎 
株式会社読売新聞 

東京本社論説委員 
関 本 照 夫 東京大学名誉教授 

戒 能 民 江 
お茶の水女子大学 

名誉教授 
戸 谷 賢 司 

大学入試センター参与 

秀明大学特任教授 

梶 山 千 里 福岡女子大学理事長・学長 豊 田 長 康 鈴鹿医療科学大学学長 

河 野 通 方 東京大学名誉教授 中 島 秀 之 
公立はこだて未来大学 

理事長・学長 

小 畑 秀 文 
国立高等専門学校機構 

理事長 
野 嶋 佐由美 高知県立大学副学長 

相 良 憲 昭 
日本高等教育評価機構 

副理事長 
福 山 秀 敏 

東京理科大学研究推進機構

総合研究院長 

杉 山 武 彦 
運 輸 政 策 研 究 機 構 副 会

長・運輸政策研究所所長 
 

 

 

   

 は新任 
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主要行事日程 

 

○ Schedule 

８月 

日 行事名 担当課 

10 日 法科大学院認証評価に関する説明会 評価支援課 

10 日 
平成 28 年度に実施する法科大学院認証評価に関する自

己評価担当者等に対する研修会 
評価支援課 

21 日 高等専門学校機関別認証評価に関する説明会 評価支援課 

21 日 
平成 28 年度に実施する高等専門学校機関別認証評価に

関する自己評価担当者等に対する研修会 
評価支援課 

21 日 学位審査会（平成 2７年度第２回） 学位審査課 

 

９月 

日 行事名 担当課 

４日 学位記伝達式・講評 学位審査課 

14 日～ 

10 月 6 日 
平成 27 年度 10 月期学位授与電子申請受付期間 学位審査課 

15 日 高等専門学校機関別認証評価委員会（第２回） 評価支援課 

 

１０月 

日 行事名 担当課 

1 日～7 日 平成 27 年度 10 月期学位授与郵送申請受付期間 学位審査課 

７日 ドイツアクレディテーション協議会調印式 国際課 

２６日 大学ポートレート運営会議（第３回） 
大学ポートレート 

センター事務室 

 

/n_hyouka/houka/1273901_924.html
/n_hyouka/houka/1273901_924.html
/n_hyouka/kousen/1272301_904.html
/n_hyouka/kousen/1272301_904.html
/about/conference/degree_conference/gakui.html
http://gakui-sinsei.niad.ac.jp/
/about/conference/evaluation_conference/koutou.html





